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第 1章計酷の基本的な考え方

1 計蘭策定の趣旨

三重県が魅力ある観光の目的地ヒして国内外から選ばれ、観光産業を三重県経済を

けん引する産業のひとつヒして大きく育てていくため、三重県では観光振興を担う

様々な主体の役割、観光の振興に関する基本的施策等を定めた「みえの観光振興に関

する条例」を平成 23(201 1)年 10月に公布・施行しました。

この条例に基づき、これまで平成 24(2012)年3丹、平成 27(2015)年 3月

の2度にわたり、「三重県観光振興基本計画」を策定し、観光で地域の稼ぐカを伸ば

す観光の産業化の取組を展開してきました。

計画の中で最も重視してきた観光消費額については、神宮式年遷宮lのあった平成

25 (2013)年に過去最高を記録するとヒもに、平成 27(2015)年以降も 4年連続

で増加し続けており、観光の産業化の取組が着実に実を結びつつあります。

今後も、これまでの成果を踏まえ、人口減少及び少子超高齢社会の到来やインバウ

ンドの拡大等、社会経済情勢の変化に柔軟に対応しながら、三重の観光を持続的に

発展させるべく、みえの観光振興に関する条例第 21条に基づき新たに三重県観光振

興基本計画を策定します。

2 計画の性格

この計画は、県が取り組む観光振興に関する施策等を明らかにした行政計画です。

また、本計画は、県、市町のほか、県民、観光地域づくり法人(以下、 iDMOJ ヒ

いう。) 3、観光事業者、観光関係団体等それぞれが「公J を担う主体として、「協

創J の考え方を踏まえ、行動することで、「協働J による成果を生み出し、めざ、すべ

き三重の観光の将来の姿ヒその実現に向けた共通指針ヒなるものです。

3 計画期間

この計画は、概ね 10年先を見据えつつ、令和 2 (2020)年度を初年度ヒし、令

和 5 (2023)年度を目標年とする 4か年の計画ヒします。

l 式年遷宮:遷宮とは、神宮の正殿を造営・修理する際や、正殿を新たに建てた場合に、

御神体を遷すこと。式年ヒは定められた年という意味で、伊勢神宮では 20年に一度行わ

れる。

2 インバウンド.外国人旅行者のこヒ。または、その誘致のこと。

3 DMO : Destination ManαgementjMarketing Orgαnizαtionの略語。地域の「稼ぐ

力J を引き出す「観光地経営Jの視点、に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な

関係者ヒ協同しながら戦略を策定し、着実に実施するための調整機能を備えた法人。
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第 Z童三重の観光を取り巻く状況

1 これまでの4年間と新たな時代の三重の観光

平成 28(2016)年度からの 4年間は、伊勢志摩サミット (H28)やお伊勢さん

菓子博 2017(H2q)、インターハイ (H30)の開催等により三重が国内外から注目

きれ知名度が飛躍的に向上するとともに、新名神高速道路の県内区間全線開通等、道

路ネットワークが大幅に充実しました。

官民が一体となった観光の産業化の展凋や、伊勢志摩サミット開催の好機を生かし

た戦略的なインバウンド誘致、国際会議等 MICE4誘致、三重県来訪の新たなゲート

ウェイヒしてのクルーズ客船誘致等に「オール三重」で取り組みました。それらと棺

まって、観光事業者の皆様のたゆまぬ努力ヒ創意工夫ある取組により、圏内外から多

くの旅行者に三重を訪れていただき、観光入込客数は、 4年連続で増加し、平成 30

(2018)年には過去最高の 4，260万 5千人を記録するとヒもに、外国人延べ宿泊

者数も平成 24年の約 3.6倍となる 34万人ヒなりました。また、観光消費額につい

ても、 4年連続で増加し、神宮式年遷宮のあった平成 25(2013)年の 5，342億円

に次ぐ過去 2番目となる 5，338億円ヒ高水準を維持し、観光の産業化に向けた取組

が着実に実を結びつつあります。

「令和」という新しい時代を迎えた今、従来の社会モデルが通用しない時代に突入

しています。また、近年の技術革新のスピードはめざましく、様々な形で社会的課題

の解決につながる先端的な技術が生まれています。

観光産業においても、こうした社会変化に対応し、先端技術を積極的に取り入れる

ことなどを通じて社会的課題の克服につなげ、一人ひヒりが幸福感を持って暮らせる

持続可能な社会の実現に貢献していくことが必要です。

今後、東京 2020オリンピック・パラリンピック (R2)、大飯・関西万博 (R

7)やリニア中央新幹線路業 (Rq東京~名古屋)等の日本の観光にとって重要な

プロジェク卜が多数予定されており、これを三重の観光に生かしていくことが重要と

なります。

県内でも、新たな集客施設や宿泊施設のオープン、三重ヒこわか国体・三重とこわ

か 大 会 (R 3 )の開催が予定されており、こうした状況も踏まえ、令和 15

(2033)年の神宮式年遷宮を見据えて、世界が憧れる質の高い観光地づくり、イベ

ン卜に頼らずに誘客できる観光産業の構築に「オール三重」で取り組みます。

4 MICE:企業等の会議 (Meeting)、企業等の行う報奨・研修旅行 (IncentiveTr口vel)、

短際機凋・団体、学会等が行う国際会議 (Convention)、展示会・見本市、イベント

(ExhibitionjEvent)の略語。
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2 観光を取り巻く環境

観光産業は、県内総生産の 3% (H27) を超える産業5ヒして成長してきており、

地域経済の活性化や雇用の増大等の経済的な効果が高く、本県経済の稼ぎ手としてさ

らなる発展が期待されています。

また、観光振興は、異なる価値観や多様な文化の尊重、思際的な相互理解の促進、

地域資源の保全・継承・活用、郷土への愛着や誇りの醸成等の効果も期待でき、経済、

社会、環境を牽引していく役割が求められています。

本県観光が将来に向けて持続的に発展し、豊かで活力に満ちた地域社会の実現を留

っていくためには、環境変化に柔軟かつ的確に対応し、変革し続けていくことが必要

です。

〈主な社会環境の変化と将来の展望〉

(1)拡大するイシパワシド市場

国際観光市場の長賂予測を見ると、アジア・太平洋地域は世界の中で最も高い伸

びが予測される市場で、毘際観光客到着数6は平成 30(2018)年には億人を超え、

令和 12(2030)年には 18億人(伸び率 5.7%)に到達する見通しとなっています。

その中でも、平成 30(2018)年の訪日外国人旅行者数は、 6年連続で過去最高

を更新し、はじめて 3，000万人を突破し 3，IIQ万人ヒなりました。また、訪日外国

人旅行者の消費額は、平成 24(2012)年以降急速に拡大し、平成 30(2018)年

は4兆 5，I8Q億円ヒなり 2年連続でE皇内旅行消費額全体の 15%を超えています。

(2)人口減少社会の到来

日本の人ロは平成 22(2010)年の|億 2，800万人から、令和 7(2025)年に

は i億 2，100万人ヒ 700万人減少、令和 12(2030)年には|億九700万人ヒ

1，100万人減少すると推計されています(国立社会保障・人口問題研究所)。このよ

うな中、①lIiI内旅行者の減少、<.z観光産業の担い手不足の深刻化等が懸念されていま

す。

全国的なトレンドとしては、滞在日数の長い訪日外国人旅行者の増加と圏内旅行者

の減少が同時に進行する可能性が高いこヒから、令和4年には訪日外国人旅行者の宿

泊数が日本人の宿泊数を上回ることが見込まれています。

5 観光産業が県内総生産に占める割合:3% (2，644億円)(参考・輸送用機械7%、化

学 5.6%)。

6 国際観光客到着数:世界各国の海外旅行者受人数のこと。

3 



(3) ICT技術の進歩

観光情報の収集・発信手段として、多くの旅行者がスマー卜フォンを利用するよう

になり、デジタルマーケティングワの重要性が増しています。観光庁、日本政府観光

局 (JNTO)でも、訪日外e!l人旅行者の誘客に向けてデジタルマーケティングを強化

する方童十をJTち出しています。

デジタルマーケティングの根幹を担うのが「データ」であり、データの活用は、観

光分野において、新たな観光の魅力創造や需要の掘り起こしにつながり、非常に重要

になっています。

データを活用することにより、旅行前の興味・情報収集段階に向けたプロモーショ

ンから、旅行中の情報発信・受入環境整備による満足度向上、旅行後の旅行者回線に

よる SNS8での共有まで、旅行に関わる行動を包括的に捉えたマーケティングを展開

できるほか、働き方改革
q
等を推進することも可能ヒなり、労働時間を短縮し、商品

開発や接客等の付加価値を高める取組の展隠につなげるこヒができます。

(4)観光が果たす役割への賜待の高まり

平成 2q年に国連世界観光機関 (UNWTO)により持続可能な国際観光年ヒして取

組が展開されるなど、成長が見込まれる観光分野に対する SDGs'Oへの貢献の期待が

高まってきています。デジタル革新を通じて、社会課題の解決や自然ヒの共生をめざ

す rSociety5.0J 11の観点も踏まえ、観光が、今の時代に合った持続可能な経済

(雇用創出や観光収入の増大等)、社会(多様な文化の受入等)、環境(自然資源の持

続可能な開発等)に貢献していくこヒがこれまで以上に重要になっています。

また、年齢や障がい等の有無にかかわらず、すべての人が気兼ねなく参加でき、楽

しめるユニバーサルツー，)ズム 12の促進や、近年多発している地震や豪雨等の自然災

害への対応も不可欠です。特に、観光妨災については、災害時の旅行者の安全・安心

7 デジタルマーケテイング・デジタルツールを活用した情報発信やデータ活用等のマーケ

テイング手法のこと。

8 SNS : Sociα1 Networking Service の略語。インターネットを使った人ヒのつながりや

コミュニティ形成を支援するサーどス。

q働き方改革:働く方の置かれた個々の事情に応じ、多様な働き方を選択できる社会を実

現するための改革のこと。

10 SDGs : r誰ひとり取り残さない」社会の実現をめざして平成 27年に国際連合で採択

された 17の開発目標のこと。

11 Society 5.0 :サイバー空間(仮想空間)とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合

させたシステムによリ、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会のこと。

12 ユニバーサルツーリズム:すべての人が楽しめるよう創られた旅行であり、年齢や障

がい等の有無にかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる旅行のこと。

4 



を確保するため、旅行者への周知や避難誘導訓練のほか、発災後の滞留旅客への対応

などに観光事業者、市町等ヒ連携して取り組み、観光における「防災の臼常イ七」を推

進するとともに、観光施設や宿泊施設の災害時の円滑な事業継続等に向けた取組を促

進することが必要です。

3 国の方向性

観光は、本格的な人ロ減少及び少子超高齢社会を迎える中で、真に我が留の地方創

生の切り札、成長戦略の大きな柱ヒ位置づけられています。平成 28 (2016)年 3

月に策定した「明日の日本を支える観光ビジョン」において、令和 2 (2020)年訪

日外国人旅行者数 4，000万人、旅行消費額8兆円、令和 12(2030)年訪日外国人

旅行者数 6，000万人、旅行消費額 15兆円等の大きな目標を掲げ、観光を我が国の

基幹産業へと成長させ、「観光先進国」の実現を図るため、官民一体となった取級が

進められています。

このような状況のもと、平成 28(2016)年から平成 30(2018)年には、旅館

業法、通訳案内士法、旅行業法、出入国管理法等、観光に関連する法令が多数改正さ

れるとともに、住宅宿泊事業法が新たに制定され、観光を取り巻く産業の在り方に大

きな変革がもたらされました。

また、財源の面では、平成 30(2018)年に国際観光旅客税法が新たに制定きれ、

年間 500億円の規模で国家予算に計上されるなど、観光基盤の拡充・強化を図るた

めの恒久的な財源が確保守れ、それを活用した高次元の観光施策を推進していくこと

とされています。

「明日の B本を支える観光どジョン実現プログラム 20lQJにおいては、地域の良

い取級を応援し、それを全国に広げ、真の観光立国を実現していくこヒときれており、

国ヒ地方がそれぞれの強みを生かし、より一体となって取り組みを進めていくことが

必要です。

地方部13での外国人延べ宿泊者数については、令和 12(2020)年 7，000万人を

目標に取組が進められています。平成 24(2012)年から平成 30(2018)年にか

けて、 4倍以上に増加はしているものの、 3，636万人にヒどまっている状況です。

一方で、訪8リピーターの増加により、今後さらなる地方への訪問増加が見込まれて

おり、こうしたチャンスをしっかり生かすためには、三重県へのインバウンド誘客を

積極的に進めていく必要があります。

13 地方部:埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知、京都、大阪、兵庫以外の道県のこと。
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(主な取組)

O観光の産業化のさらなる推進戦略

官民一体の組織である「みえ観光の産業化推進委員会」を設置し、「観光の産業

化」の推進、「日本版 DMOJに対する支援、受人体制のきらなる充実・強化、マーケ

ティングに基づくプロモーションの 4つの視点、で、観光の「質」を高め、観光消費額

の増加につなげるとともに、持続可能な観光地域づくりを推進する取組を展開しまし

た。

三重の強みの一つである「食J をテーマにした「みえ食旅パスポート」では、県内

全域約 700の観光事業者等ヒネットワークを構築し、民間企業等とのコラボ版パス

ポートの発給やパスポート付き宿泊プランの造成等、観光事業者の稼ぐカを高める仕

組みも取り入れた展開を図り、三重ファンの増加や，)ピーターの創出につなげました。

この成果も生かし、スマートフォンを使って楽しみながら県内を周遊・滞在できるよ

うにするとともに、デジタルでデータを収集する仕組に進化させ、得られたデータを

生かしてさらなる観光客の満足度向上につなげるキャンペーンに取り組みはじめまし

た。

日本版 DMOについては、県内では、令和元 (201q)年q月末時点で地域 DMO

4法人、伺候補法人7団体が登録され、地域が一体となった観光地域づくりが進みつ

つあります。

これらの地域 DMOの活動を支援するため、平成 30(2018)年7月に地域連携

DMOに登録された(公社)三重県観光連盟と連携しながら、「マーケテイングデータ

の分析・提供機能」及び「広域プロモーション機能j の充実・強化に取り組んでいま

す。

さらに、従業員満足度向上が顧客サービスの質の向上等につながるよう、宿泊施設

の働き方改革や生産性向上に資するモデル事例の創出、その事例の県内宿泊施設への

水平展開に取り組みました。

また、多様な産業との連携強化を図るため、「三重まるごヒ自然体験ネットワー

ク」の構築による自然体験プログラムの都出支援や、外国人旅行者に伊勢志摩国立公

園15を満喫してもらうための人材の育成、エコツーリズム 16の推進、天空カフェテラ

スの整備等を国・地域で一体となって進めました。

観光産業を担う人材確保の観点では、インターンシップ17等を通じて観光産業を中

心ヒした地元の産業の理解を深める取組を進めるなど、地元の高校生に向けた観光教

15 国立公園:日本を代表する優れた自然を守り、後世に伝えていくものヒして国が指定

し管理する自然公園のこと。

16 エコツーリズム:自然観察や歴史・文化等、地域固有の魅力を旅行者に伝えることに

より、その価値や大切守が理解され、保全につながっていくことをめ台、す仕組みのこと。

17 インターンシップ.企業等で「就業体験」をすること。
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育等を行うヒともに、地域おこし協力隊等、県タ卜からの三重への人材の呼び込みを行

い、地元でのカフェの関庖等、地域の活性化につなげています。

O伊勢志摩サミット隠催等の好機を生かした誘客戦略

伊勢志摩サミット開催による知名度向上を生かし、他府県や DMO、民間事業者等

ヒも連携しながら、近隣のアジア諸国に加え、 G7構成国をはじめとする欧米からの

誘客に官民一体となって取り組みました。特に個人の外国人旅行者 (FIT)の増加に

対応し、インスタグラムを活用した，#visitmieJキャンペーンの展開等 SNSによ

る情報発信を強化し、 'Mie，Once in Your Lifetime(一生に一度は訪れたい三重

県)J ヒいう三重県の観光プランドヒ客が客を呼ぶサイクルの確立に向けた取組を行

っています。また、日本初となる「日本ゴルフツーリズムコンペンション 2018J開

催等、先進的な取組によりコやルフデステイネーションヒしての三重の知名度向上につ

なげました。

0利便性・快適性に優れた人にやきしい観光の基盤づくり戦略

人にやさしいバリアフリー観光を推進し、来訪者の満足度向上につなげるため、宿

泊施設等を対象にしたパーソナルバリアフリー基準河やユニバーサルデザイン Iqの普

及促進、外国語対応等調査・助言、観光ボランティアガイド研修等に取り組みました。

また、障がい者等の旅を助けるバリアフリー観光情報誌「みえバリ 2Jが NPO法人

伊勢志摩ノfリアフリーツアーセンターから発行され、多くの方に利用されています。

観光防災については、「三重県防災・滅災対策行動計画」に基づき、旅行者の安

全・安心を確保するため、避難訓練等への支援やセミナー・研修会等を開催するとヒ

もに、災害時にも訪日外回人旅行者が安心して移動・避難できるよう、災害時に必要

なウェブサイト・アプリ等の情報源について周知しました。また、旅行者の決済の利

便性を高め、消費額の増加につながるよう、キャッシュレス化の取組を進めています。

平成 2q(2017)年 3月の伊勢ニ見鳥羽ライン無料化、平成 31 (201 q)年 3Fl

の新名神高速道路の県内全区間及び東海環状自動車道の東員 1C一大安 1C間の開通

等、道路ネットワークも充実したことにより、観光施設や宿泊施設へのアクセス向上

が図られています。このことにより、県外から本県への誘客促進が期待され、今後も

引き続き、近畿自動車道紀勢線等の高規格幹線道路や中勢バイパス等の直轄国道の整

備促進を行います。

こうした取組によって充実した観光の基盤を生かし、関係者、市町等ヒ一体ヒなっ

て、外国人旅行者を含めた観光客の満足度を高め、リピーター確保や新規顧客の獲得

につなげていきます。

18 パーソナルバリアフリー基準.バリアの基準は段の高きや施設の有無ではなく、障が

いの種類や程度により一人ひヒり異なるという考え方のこと。

Iq ユニバーサルデザイン:年齢や薄がいの有無、体格、性別、包籍等にかかわらず利用

可能て守あるようにしているデ、ザfインのこと。
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2 三重の観光に関わる凋係者等の声と金医の先進事例

持続的に成長・発展する三重の観光を実現するため、市町、 DMO、観光事業者等

ヒ連携し、「オール三重」で観光誘客の推進、観光産業の振興に取り組んでいく必要

があります。

そのため、外国人の回線も含めて観光に携わる関係者や旅行者の視点で三重県の強

みを洗い出し、それぞれの立場からの意見を集約するとともに、他府県の先進事例も

参考にしながら方向性を定める必要があります。

〈観光関係者や外国人の声を踏まえた方向性〉

新たな顧客の獲得の観点から、観光関係者のインバウンドへの関，叫立高く、引き続

き取組を強化していく必要があります。全国的には、計画期路中に外国人宿泊者数が

B本人宿泊者数を上回るヒの推計がなきれているものの、三重県においては、日本人

の宿泊者の減少をタト巨人宿泊者の増加で補う発想ではなく、日本人の三重の観光への

期待ヒ陀様に外国人からも期待される観光地ヒなり、地域の振興につながるよう、こ

れまで以上に積極的にインバウンドへの取組を展開し、消費単価の高い欧米や富裕層

の誘致を加速させていく必要があります。

三重県在住の外国人からは、三重の有する観光資源の面で、「魅力が高いもののま

だまロられていない」という声が多く、また、現地での説明が不足している点の指摘や、

「ガイドが必要ではないか」という提案がなされており、発地、着地双方での外国人

に向けた情報発信をさらに強化していく必要があります。

三重県に来訪する外国人旅行者は、自然、食等の三重が有する資源を目的として来

訪することが多い一方、文化面については、その価値を分かっていただくことができ

る説明が不足しているこヒから、外国人に魅力が伝わっていない可能性があります。

今後、文化的な側面も含めた三重県の魅力の発信が重要ヒなります。

人材の函では、観光産業を担う若者が定着せず、入手不足を懸念する声が多くあり

ました。また、就労の場としては、休暇を取りやすい環境を整備するこヒや業界内の

若者向土の交流の場を設けることが観光産業を若者にとって魅力的な職場とするため

には必要ヒの指摘が多くありました。今後、県内への人材の定着や、県タトからの人材

の呼び込み、業界内の交流の場づくりなどを充実させていく必要があります。

景観や交通の面では、廃業した旅舘や空きl吉舗等によって景観が損なわれている点、

また、夜にタクシーを利用することができないなど二次交通20の課題を指摘する声が

多く、それらの課題解決に向けても取り級んでいく必要があります。

これらの点を解決していく一つの方策として、デジタルツールの活用は非常に重要

です。デジタルツールは、旅行前の旅への興味喚起に向けたプロモーションの面で重

20 二次交通:鉄道駅や空港等の交通拠点ヒ目的の観光地を結ぶアクセス交通のこと。
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要な役割を果たすだけでなく、旅行中の情報取得・受入環境の充実による満足度向上、

旅行後の旅行者目線による SNS等を通じた情報拡散等、旅行者の行動様式を包括し

た取紐が可能ヒなるだけでなく、ソーシャルリスニング等によって実際の声を把握し、

得たデータをフィードバックすることで、観光地域づくりに生かすことなど、効率的

な PDCAの確立にもつなげることができます。また、人口減少・少子超高齢社会の

到来により働き手の確保も喫緊の課題となっており、より効率的な働き方の実現とい

う観点、からもデジタル化の取組は重要です。デジタルツールの活用について期待する

意見も出てきていることから、観光産業におけるデジタルツールの活用に向けた取組

をいっそう推進していく必要があります。これに加え、地域の稼ぐカを引き出すため

のブランド価値向上や、観光の付加価値を高めるための滞在型観光の推進、持続的な

観光地づくりのための財源確保や人材育成など、他府県における先進事例も踏まえて、

取絡を展開していく必要があります。

〈先進事例〉

①世界水準の DMO形成(せとうち DMO等)

世界水準の DMOの形成をめざして各地で取組が展開きれています。地域合意の

下、徹底したデジタルマーケティングや金融機関を巻き込んだファンド運営によって

新たな観光魅力を創出し、地域のブランド価値を向上きせ、広域的な観光振興に成功

している DMOが生まれてきています。

②インバウンド向け滞在型観光の推進(青森県、長野県等)

日本人観光客の減少に直面している中、インバウンドに活路を見出し、スノーリゾ

ートを中心ヒした着地型観光の整備を推進することでインバウンドが急増している地

域など、各地で地域が有する資源を生かした魅力の創出による、インバウンド向けの

滞在型観光が推進されています。

①持続可能な観光地づくりに向けた財源の確保(福岡県、京都市等)

持続可能な観光地づくりに向けて、宿泊者から費用を収めていただく「宿泊税」を

創設するなど、将来に向けた観光地づくりを行うための独自財源確保をしている地域

も生まれてきています。

④人を生かした地域づくり(熱海市、田辺市等)

若者の流入をめざしてリノベーション21まちづくりなどを進めることで、若者によ

る起業を促進し、定着につなげている地域や外国人が地域で活躍し、外国人の回線を

取り入れた受入環境整備によって、欧米豪からの旅行者の誘客に成功している地域

等、人に着目した取組による地域づくりが様々な地域で取り組まれています。

21 リノベーション:手を加えてよくすること。修復。再生。
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3 取組の方向性

SDGsという新たな考え方のもと、観光が、令和ヒいう新たな時代に合った持続可

能な経済(雇用創出や観光収入の増大等)、社会(多様な文化の受入等)、環境(自然

資源の持続可能な凋発等)に貢献していくことが今まで以上に求められています。観

光産業を持続的に成長きせるために、三重の観光に関わる観光興係者等にも、自然や

文化、人々の生活と諮和した体験メニューの創出等、観光地の魅力づくりや誘客の推

進、また、就労の場の確保の観点も含めた観光産業の魅力向上等、様々な観点から

SDGsに貢献していくことが期待されています。

将来の人ロ減少・少子超高齢社会の進展や、リニア中央新幹線の開業等による都市

愚からのアクセス向上に伴って日帰り圏が拡大するこヒで、三重県への宿泊旅行の減

少も懸念されます。こうした中、次期神宮式年遷宮が行われる約 10年先を見据えて、

観光の目的地として三重が世界から選ばれ続けるよう、これまでの成果や三重の強み

を生かす取組が必要となります。そのためには、デジタル革新を通じて社会課題の解

決や自然ヒの共生をめざす rSociety5.0Jの観点も踏まえて、三重ならではの世界

の人却を魅了する本物の魅力をデジタルのカで引き出す取組が今まで以上に重要にな

っています。

これらの状況を踏まえ、今後の 4年間は、次の 2つの視点に基づき、「オール三

重」での観光振興に取り級んでいきます。

〈視点 i 観光誘客の推進「世界の人々を魅了する三重の観光J)

三重の観光を振興するためには、三重県の認知度を高め、来訪し観光消費を促すた

めの取組を推進していく必要があります。そのためには、三重県が有する観光資源、

立地環境等を踏まえ、旅行者目線でブラッシュアップさせた観光誘客の推進に取り組

んでいく必要があります。

三重には、日本人の文化聖地ともいえる文化・伝統、伊勢志摩国立公園をはじめと

する美しい自然、世界の人々を惹きつける豊かな食、その魅力を引き出す人々の知恵

と技術等、世界の人々を魅了するポテンシャルの高い資源、が多くあります。こうした

「三重ならではの価値J を生かし、「三重に行かなければ味わうことのできない」新

たな価値=ブランドを旅行者の目線も踏まえて「オール三重」で創造するヒともに、

それぞれの旅行者に合わせた情報を提供していくこヒで旅行者が真の意味で三重の観

光を楽しみ、その情報を旅行者回線で拡散していただく、客が客を呼ぶ好循環の確立

につなげていく必要があります。

近年、旅行者の多くはスマー卜フォンを利用しており、この好循環の実現に向けて、
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デジタルマーケティングの重要性が益々高まっています。多様なデータを収集・分析

することで、旅行者の関必や日書好にそった観光コンテンツやサービスの情報をタイム

リーに提供するなど、戦略的な観光マーケテイングの仕組みを確立し、 DMOや市町

等ヒ連携し、データを活用した県内各地域の効果的なプロモーションや地域の魅力づ

くりにつなげます。

〈視点2 観光産業の振興 fTOKOWAKA-変革し続ける観光産業へ-J) 22 

快適に旅行を楽しめる環境を整備し、三重を来訪した旅行者をもてなし、満足度を

高めることで、何度でも訪れたいヒ思う観光地を実現していくこヒが重要です。その

ためには、旅行者回線に立って、「オール三重」で観光産業を変革し続ける必要があ

ります。

旅行者にとっての利便性を向上させるためには、最新の技術を積極的に活用し、

MaaS23の推進、自動運転の導入促進、将来的な空飛ぶクルマの活用等のモビリティ

サービスの充実、 AIチャットポット 24等による観光案内機能の向上、キャッシュレス

決済環境の整備等、旅行者にとって快適な環境を提供するサービスを実現していくこ

ヒが重要となります。

また、観光産業の高付加価値化を図るため、 DMO、観光事業者のみならず、農林

水産業をはじめ、製造業、サービス産業等、多様な産業の連携を深め、各事業者のポ

テンシャルを生かして「オール三重」て令観光振興を進め「稼ぐカ」を引き出すととも

に、観光推進組織のあり方や観光振興のための新たな財源確保等の体制整備について

も検討していくことが必要です。

これらの変革を実現するためには、観光産業に関わる人材の確保・育成が不可欠で

あり、観光産業を魅力的な産業とするために、関係団体ヒ連携した観光産業の就業環

境の改善や、観光産業を担う若年層を中心とした人材の確保・育成、起業支援等の観

光産業の基盤づくりを進めるこヒで変革し続ける観光産業の構築に取り絡み、観光客

満足度を高めていきます。

22 TOKOWAKA・本計画では、常に瑞々しい状態を保つ「常若J の精神を、本県の観光

が急速に変化する社会に適応し、旅行者巨線で常に変革し続ける産業をめざ、すことの意味

を持たせることヒし、アルファベットで表記します。

23 Mα口S: MobilityαsαServiceの略語。出発地から巨的地まで、利用者にとっての最

適経路を提示するとともに、複数の交通手段やその他のサービスを含め、一括して提供す

るサービスのこと。

24 AIチャットボッ卜.コンピューターが人聞に代わって自動で対話するプログラムのこ

ヒ。
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観光の魅力づくり・人づくり、観光の基盤づくり等の総合的な取組を通じ

て、平成 30(2018)年度に達成した過去最高である q48%の高水準を維持

し、令和 5(2023)年度まで継続して%%以上とすることをめざします。

(3)県内の延べ宿泊者数

県内の宿泊施設における延べ宿泊者数

[観光庁「宿3治白旅行統言計十調査J]] 

[ 周一一て……i泊…白ド山へ叩の

方加口等により、延べ宿?治白者数 %0万人をめfざfします。 I

(4)県内の外国人延べ宿泊者数

県内の宿泊施設における外国人延べ宿泊者数

[観光庁「宿泊旅行統計調査」】

[一宿 泊 者 数 の 増 加 に向けたむらー外国人延べ宿泊者]

数 68万人をめざします。 I

(5)県内の国際会議の開催件数

県内で開催された国際会議の開催件数

[海外誘客課調べ]

[ーミ Y卜鵬て一一……山
取組を展開し、 20件の開催をめざします。 I

(6)県内の宿泊・飲食サービス業における収入額の金医綱位

県内の宿泊・飲食サービス業の収入額(所定内給与額Xl2か月十年間賞与

額)の都道府県別順位

[厚生労働省「賃金構造基本統計調査J]

観光消費額増加に向けた取紐ヒヒもに、観光産業を魅力的な職業としていく

ための総合的な取組を通じて、県内の宿泊・飲食サービス業における収入額

の向上を図り、全面順位 10位以内をめざします。
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第 5章三重の観光の持続的な発展に向けた施策の展開

1 観光誘客の推進 F世界の人々を魅了する三震の観光j

(1)世界かち選ばれる三重の銭光のブラシディシグ

施策展開の柱

自然や文化、人々の生活ヒ調和した体験メニューの創出等、世界の人々

を魅了する「三重ならではの価値J を生かし、「三重に行かなければ味わう

ことのできないJ新たな価値z ブランドを、旅行者の回線も踏まえて「オ

ール三重J で創造し、滞在型リゾートを形成するヒともに、旅行者の関t心

や堵好に合わせた情報を提供するなど、客が客を呼ぶサイクルの確立に向

けたプランディングを展開します。あわせて、伊勢志摩サミット関催地の

知名度も生かした MICE開催地としてのブランド価値を向上させます。

ア 体験型観光の創出・充実による滞在型リゾー卜の形成、客が客を呼ぶサイクルの

構築に向けた三重の観光のプランディング展関

1. 体験型観光の創出・充実

伊勢志摩国立公園をはじめヒした豊かな自然や農山漁村地域の資源を活用し

「三重まるごヒ自然体験構想」に基づき磨き上げた自然体験や、地域の気候、風

土が育んだ食文化体験、ゴルフツーリズム26やサイクリング、三重とこわか国

体・三重とこわか大会の開催を契機として整備する施設等も活用したスポーツ体

験、健康をテーマとしたツーリズム、ナイトタイムエコノミー27、住むように楽

しめ、学べる三重の歴史・文化・産業体験の推進等、多様な観点、から滞在庫主力を

複合的に向上させ、富裕層でも満足できる宿泊・滞在交流を促進します。

2. デジタルマーケテイングの推進

デジタルツールを活用し、顧客情報を蓄積・分析することで顧客ニーズにマッ

チした観光コンテンツや新たなサービスの創出につながる戦略的な観光マーケテ

イングの仕組み「三重県版観光スマートサイクル」を確立します。ターゲッ卜の

明確化、進捗の可視化、プロモーション結果の数値化や旅話、旅中、旅後という

旅行者の行動様式を刺激し、旅行決定の動機付け、宿泊・体験等の予約、利用後

の口コミ拡散につなげる情報発信システムの構築等、戦略的なデジタルマーケテ

イングを推進します。

26 ゴルフツーリズム E ゴルフヒ地域の観光の魅力を組み合わせた旅行形態のこと。

27 ナイトタイムエコノミー:18時から翌日朝 6時までの活動のこと。
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3. 観光地の魅力づくり支援

地域連携DMO(公社)三重県観光連盟ヒ連携し、デジタルマーケテイングに

基づいた観光データの分析・提供、広域プロモーションに取り絡み、県内 DMO

等が実施する観光地の魅力づくりを支援します。

4. インバウンドプロモーションの推進

欧米市場、富裕層、個人の外国人旅行者 (F1 T) をターゲットに、 トップセ

ールスやミッション派遣、海外メディア・旅行会社等の取材招蒋・県内視察に積

極的に取り組み、本県の認知度を高めるなど、さらなるインバウンド誘致拡大を

図ります。また、特に連泊が期待でき、観光消費額も大きい海外からのゴルフ客

をターゲ、ツ卜にしたコ*ルフツーリズムを推進します。

5. 三重県の認知度向上のための情報の充実

旅行者の県内での滞在日寺閣を延ばし、宿泊につなげるため、三重県の魅力を深

くまロるための情報を充実させるとともに、地域の観光ガイドや体験コンテンツを

予約するための仕組みを充実させます。

6. 三重ファンによる魅力の拡散

みえの国観光大使等、三重県ゆかりの著名人等の協力を得た観光魅力の PRな

どに取り組み、三重ファンを育成し、三重の魅力を拡散していただきます。

7. 地域プランドの推進

農林水産物の国際認証取得や地域産品のブランドカ強化、六次産業化等に取り

組むとともに、こうした地域資源を活用したビジネスに取り紐む人材の育成や体

制の強化、情報発信等に取り組み、付加価値向上や販路拡大等の取組を支援しま

す。

8. フィルムコミッション28の活動支援

県内各地でのフィルムコミッシヨンの活動を支援し、本県における映画の撮影

および旅行者の誘致につなげるとともに、三重にゆかりのある映画に関する偉人

の顕彰や映画祭の PRなと、に取り組みます。

イ 伊勢志摩サミッ卜開催地の知名度を生かした MICE開催地ヒしてのブランド価値

向上

q. MICE鴎催地としてのブランド価値向上

三重ならではの特色を生かし、ターゲットを明確にしたセールスプロモーショ

ンを行うことで、国襟会議の開催につなげ、 MICE開催地としてのブランド価値

を高めます。

28 フィルムコミッション目映画、テレビ、 CMなどのロケーション撮影を誘致したり、

実際のロケをスムーズに進めるための機関。 rFCJ ヒ略きれる。
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(2)一流の観光資源ゆ磨きょげ・オシリーワンの観光の魅力づくり

I 

j 施策展開の柱 | 

「日本の文化聖地J という三重のイメージ、「神宮J や「世界遺産熊野古

道伊勢路J '海女J '忍者J '日本酒」等をはじめヒする、三重が世界に誇る

文化・歴史、自然、産業ヒいった一流の観光資源を磨き上げ、他の地域では

味わうこヒのできないオンリーワンの魅力を創出し、居内外からの誘客拡大

につなげます。

日本の文化聖地ヒいう三重のイメージ、多様な自然環境、食等、三重ならではの

一流の観光資源を生かした圏内外からの誘客促進

10. B本の文化聖地のイメージを生かした誘客促進

日本人にとっての J心のふるさととして親しまれてきた「日本の文化聖地」とし

てのイメージを生かして誘客に向けて取り組むとヒもに、歴史的・文化的に価値

の高い文化財の積極的な活用を支援します。また、文化にふれ親しみ、創造する

機会の充実や「日本遺産J 29の活用等により、文化のおもしろさや価値等を伝え

るとともに、さまざまな主体の文化活動を促進し、まちづくりなど多様な分野と

の連携を通じ、新たな三重の文化を創造します。

1 1.三重県ならではの観光資源の磨き上げ

神宮、忍者、海女、真珠、伊勢えびゃあわびなどの海産物、松阪牛、伊賀牛、

ナガシマリゾート、鈴鹿サーキット、国立公園や世界遺産熊野古道伊勢路等、世

界に誇れる一流の魅力を生かした観光資源の磨き上げを行います。

12.食を生かした観光魅力の創造

商品開発や販路照拓等に取り紐む事業者への支援等を行うなど、長い歴史を背

景ヒした三重の豊かな食文化を活用した滞在の魅力向上を図るとともに、県産食

材を活用した食の魅力創造を促進します。

13.伝統産業を生かしたプロモーション

伝統産業・地場産業等の事業者の創意工夫や、他事業者等との連携による商品

づくり、体験メニューの開発等、新たな魅力や価値を創出する取組を支援すると

ともに、伝統工芸品ヒ日本酒や食材等、他の産品ヒの一体的なプロモーションに

より、広く情報発信します。

14.世界遺産熊野古道伊勢路の活用

世界遺産熊野古道伊勢路をはじめとする東紀州地域ならではの地域資源を生か

し、伊勢から熊野を結ぶ環境づくり、国内外への情報発信、訪日外国人旅行者の

羽田本遺産:地域の歴史的魅力や特色を通じて文化・伝統を語る、国の認定を受けたス

トーリーのこと。
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受入環境整備等の取組をさらに進めます。また、集客交流拠点施設を十分に活用

し、交流入ロの拡大を図ります。

目イ 持続可能な自然資源の保全・活用

15.国立公園等の保全・活用

国立公園、思定公菌、県立自然公国、ユネスコエコパーク 30等における豊かな

自然ヒのふれあいを促進するとともに、公園や自然遊歩道等の施設整備、安全確

保のための維持管理を推進します。

16.エコツーリズム推進

自然公園施設の維持管理・計画的な整備ヒともに、民間団体等による自然公園

等の資源を生かしたエコツーリズムの取組を促進Lます。

17.農山漁村の有する多面的機能の維持・発揮

農山漁村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、農村地域における農

地・水路・農道等の地域資源の保全や景観形成等に向けた共同活動を支援します。

18. j偉いのある水辺空間の創出

河川が本来有している多様性に富んだ自然環境ヒ河川|景観を保全・整備すると

ともに、海浜を保全・復元することにより、潤いのある水辺空間の創出を進めま

す。

Iq.持続可能なもうかる農業の実現

本県農業の持続的な発展につなげるため、収益性ヒ高付加価値化を意識した農

業の戦略的な振興や若者が魅力を感じる働きやすい農業の実現に向けた取組を進

めます。

20. '緑の循環」の推進ヒ県産材の利用の促進

利用期を迎えた森林資源を活用し、「植え、育て、収穫し、また植える」緑の

循環を確実に進めるため、持続可能な林業生産活動を促進するとヒもに、県産材

の利用の促進に取り組みます。

21.水産資源の維持・増大ヒ競争力のある養殖業の確立

生産が持続的に可能な水産業を確立するため、科学的知見に基づく実効性が高

い新たな資源管理体制の構築や効果的な栽培漁業の推進等に取り組みます。

30ユネスコエコパーク田豊かな生態系を有し、地域の自然資源を活用した持続可能な経

済活動を進めるモデル地域のこと。
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(3)三重県の立地を生かした盟内外か5の誘致

| 施策展開の柱 l 
リニア中央新幹線の開業、大阪・関西万博等を見据えて三重県の立地を

生かした回内外からの旅行者誘致を推進します。また、観光産業の持続的

な発展を支えるため、圏内外からの投資や旅行者の多様なニーズに応えら

れる人材の呼び込みを促進します。

ア ，)ニア中央新幹線開業や大阪・関西万博等を見据えた首都属、関西底、中京圏か

らのインバウンドも含めた誘客推進

22.スーパー・メガリージョン形成等に向けた誘客推進

高速道路網の整備による大都市圏からのアクセス向上やリニア中央新幹線開業

によるスーパー・メガリージョン形成のインパクトを最大限生かせるよう、国内

外からの誘客を促進します。

23.大都市圏プロモーション

東京 2020オリンピック・パラリンピックや大阪・関西万博等、様々なビッグ

チャンスを捉えて、大都市圏において三重の食・観光をはじめとした多彩な魅力

を発信します。

24.広域連携プロモーション

中部及び関西圏の両圏域の結節点に位置する地理的特性を生かし、他府県や凋

係機関ヒの連携を強化し、デジタルツールも活用しながら広域でのインバウンド

向けプロモーションにlf5Zり車且みます。

25空港利用の促進

旅行者の移動に不可欠な鉄道や地域間ノfス等の利用促進とともに、 LC C3Iな

どのエアライン、鉄道やパス、高速船等ヒも連携して、関西国際空港、中部国際

空港の利用促進や広域周遊を促進するための取組や二次交通の充実等、旅行者の

利便性向上に取り組みます。

26.クルーズ・スーパーヨット誘致促進

三重県クルーズ振興連携協議会によるおもてなしの向上や、港でのクルーズ船

の受入環境の充実・強化に取り組むヒともに、富裕層誘客に向けたスーパーヨッ

トなどの受人体制について検討します。

31 LCC:効率的な運営によって低料金の運行サービスを提供する航空会社。 LowCost 

C口rrierの略語。
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2イ 三重県の立地を生かした観光産業の投資促進、人材の呼び込み

27.観光分野への投資促進

観光分野における新事業の創出や統存事業の高度化、観光分野への新たな進出

等に取り組む中小企業・小規模企業に対し、関係団体ヒ連携した総合的な支援を

行います。

28.サービス産業にかかる投資の促進

急増するインバウンドの取り込みなどに向けた外資系ホテルの誘致に取り組む

ほか、付加価値の高いサービスを提供する集客・交流関連産業の整備にかかる投

資を促進します。

2Q.移住促進

「ええとこゃんか三重 移住格談センター」を中心に、具体的な就労情報や住

まいに関する情報の提供等、きめ細かな移住相談を行うヒともに、多様な暮らし

方のできる三重の魅力等、移住希望者のニーズに沿った情報発信に取り絡みます。

30.国際インターンシップの受入促進

県内企業の海外人材獲得を促進するため、県内大学等ヒ連携し、国際インター

ンシップの受入を推進します。
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2 観光産業の振興 rTOKOWAKA '"変革し続ける観光産業ヘ"'J

(1)旅行者回線に立った旅行環境の変革

j 施策展開の柱 | 
外国人や高齢者、障がい者等、誰もが安心して快適に旅行ができる受入

環境づくりや観光情報案内の充実、二次交通の整備等の受入環境整備を促

進します。 AIや ICTなどの新たな技術を生かし、外国人を含む旅行者がス

トレスフリーかつ快適に周遊・滞在できる環境を整備します。

Eア AIやICTなどの新技術を生かした快適で利便性の高い受入環境の整備促進

31. AIやICTを活用した公共交通の利便性向上

最新の AIや ICT技術を活用し、出発地から目的地まで、利用者にとっての最

適経路を提示するとともに、パス、レンタカ一、タクシ一、海上交通等、複数の

交通手段や観光サービスなどを含め、一括して提供するサービスである Ma口Sの

取組を推進し、主要駅等ヒ観光地を結ぶニ;欠交通の利便性の向上を留ります。

32.次世代モビリティの導入促進

自動運転技術を活用した次世代モビリティをはじめとする新たな移動手段の導

入について検討を行う市町等の取紐に参画・支援することで、観光地におけるシ

ームレスな移動手段の確保を促進します。

33.空飛ぶクルマの促進

「空飛ぶクルマ」の活用による様々な地域課題の解決、新たなビジネスの創出

をめざして、「空の移動革命」促進に取り級みます。

34.ストレスフリーな旅行環境整備

主要な観光地、交通結節点、旅館・ホテル等において、 AIチャットボットや

デジタルサイネージ、多言語翻訳システム機器、多言語表記、ピクトグラム表示

等、観光案内機能の充実や、無料公衆無線LAN整備、施設のバリアフリー化等、

訪日外国人旅行者がストレスフ')ーに旅行できる環境整備を促進します。

35.消費環境の整備促進

外国人旅行者向け消費税免税庖の拡大を図るとともに、キャッシュレス決済環

境の整備を促進します。

Eイ 安全・安心に旅行できる環境の整備促進

36.安心して観光を楽しむことができる交通手段の確保・充実

安心して滞在できる観光地づくりを推進するため、交通空白地域や、早朝や夜

間等、交通サービスを利用しにくい交通空白待問における交通手段の確保も含め
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た、交通サービス充実化に向けた取級を検討します。

37.観光防災の推進

外国人を含む旅行者を災害から守るため、地震、津波、台風、集中豪雨等によ

る自然災害に関する迅速な情報提供、発災後には安全な場所に避難できる体制づ

くりを推進します。

38.日本ーのバリアフリー観光の推進

ノTーソナルバリアフリー基準により、関係団体等ヒ協働しながらバリアフリー

観光を推進し、また、ユニバーサルデザインに配慮した施設整備を促進します。

3q.観光地としての景観形成促進

市町や県民等による主体的な景観づくりを進めるため、景観づくりに関する情

報提供や知識の普及、専門家派遣等を行うヒともに景観に配慮した建築物・工作

物等の規制誘導等を図ります。また、適正な屋外広告物の表示・設置のための取

絡を進め、良好な景観の形成、風致の維持及び公衆に対する危害の防止を進めま

す。都市環境を保全し、その機能を高めるため、街路の整備や電線類の地中化に

向けた取組を進めます。

40.社会資本整備の促進

東海環状自動車道、近畿自動車道紀勢線等の高規格幹線道路や、北勢ノfイパス、

中勢ノfイパス等の直轄毘道の整備を促進するとともに、そのアクセス道路等とな

る県管理道路の整備を推進することで、県内外ヒの交流を広げる道路ネットワー

クの形成を図ります。県管理の道路・河JlI.海岸等の施設について、安全・安心

の確保に向けて計画的な維持管理を進めます。

41.衛生管理等の促進

農産物の生産工程管理および衛生管理の促進等、農水産物の安全・安心の確保

に取り組みます。食品による健康被害の防止等のため、 HACCPに沿った衛生

管理の取組を監視指導等により確認します。また、旅館、ホテル、住宅宿泊事業

等に関する衛生管理の監視指導等により宿泊者の安全・安心の確保につなげます0

42.外回人受入医療機関の充実

訪日外国人旅行者が安心して観光地を周遊するこヒができるよう、タト00人患者

を受け入れる医療機関における多言語対応等の充実に向けて取り組みます。

43.旅行業等の適正な運営促進

旅行業等の適正な運営促進を図ることにより、旅行業務等に関する取引の公正

の維持、旅行の安全の確保等により旅行者の利益を守ります。

44.暴力団排除

「三重県暴カ団排除条例」に基づく普及・替発を進め、飲食庖及び宿泊事業者

等からの暴力団排除に取り組みます。
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(2)観光産業を担う人材育成、若者定着

施策展開の柱

関係留体ヒ連携して就業環境の改善や起業支援等に取り組み、観光産業

を担う若年層を中心とした人材の確保・育成を殴ります。

次世代を担う若者が、起業や事業承継等により活躍できる環境整備や融資

等経営支援を推進し、観光産業の経営革新につなげます。

目ア 観光産業の働き方改革・起業・事業承継等の経営革新

45.働き方改革の推進

入手不足の解消や若者の定着等を促進するため、関係団体ヒ連携して職場環境

の整備を進めるとともに、多様な就労の支援や人材育成、生産性の向上や人材の

確保・定着につながる働き方改革に取り組み、若年層を中，むとした人材確保を進

めます。

46.起業・事業承継の促進

創業、第 2創業を促進するヒヒもに、三霊祭事業承継支援方針に基づき、後継

者を求める県内の偶人事業主ヒ「起業J r継業」に関心のある移住希望者とのマ

ッチングを推進するなど、きめ細かな支援を関係支援機関ヒ連携しながら、総合

的・集中的に実施します。

47.中小企業・小規模企業の経営カの向上

観光事業者を含む中小企業、小規模企業の経営改善ヒ安定、発展を図るため、

円滑な資金供給等、事業者毎の課題やニーズに却応したきめ細かな支援を行い、

経営基盤の強化を図ります。

48.小規模事業者の資金調達の円滑化

三重県中小企業融資制度を活用し、観光事業者を含めた小規模事業者対象の

「小規模事業資金」等の各種融資により、資金調達の円滑化を支援します。

4Q.多様な人材申勺舌躍できる場づくり

若者、女性、障がい者、高齢者等、多様な人材が安心して働き続けられる労働

環境を整備するなど、誰もが参画・活躍できるダイバーシティ社会32の実現に向

けた取組を推進します。

50.外国人材の受人体制・労働環境づくり

外国人材の受入を円滑に行うため、企業側の受人体制の整備を図り、適切な労

働環境の確保につなげていきます。

32 ダイバーシティ社会.多様な背景を持った人々や価値観を包含し受容する社会のこヒ。
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イ 観光産業の持続的な発展を支え、観光産業を若者にヒって魅力的な産業にするた

めの人材の確保・育成

51.食の人材育成

「みえ食の産業振興ビジョン」に基づき、商品開発や員長路開拓等を関係企業・

団体等ヒ連携して支援するとともに、新たな価値を創出できる「みえの食」の将

来を担う人材育成に取り組みます。

52.地域の魅力を伝えるガイド育成

地域の文化・自然体験等をコーディネートできる人材の育成・確保を促進しま

す。全国通訳案内士業務の適正な実施及びその利用促進を図るとともに地域通訳

案内士の導入について検討し、外国人旅行者に対するおもてなしの向上を図りま

す。

53.教育機凋ヒ連携した観光人材育成

高等学校での織業教育や授業等を通じて、観光産業で活躍できる人材育成を推

進するとともに、県内高等教育機関ヒ連携し、若者から選ばれるしごヒの創出や

働く場の魅カ向上を図るなど、教育機関ヒ連携した観光人材の育成を推進します。

54.県民に向けた意識啓発

県民の郷土を愛する心や地域に貢献する意欲を育む郷土教育を推進するなど、

県民に向けた意識啓発に取り組みます。

55.若者の就職支援

おしごと広場みえを拠点に、県内企業の魅力を県内外へ発信するとともに、就

職相談から企業とのマッチン夕、まできめ細かな就労支援に取り組むほか、就職支

援協定締結大学や経済団体等ヒ連携し、 U. 1ターン33就職を促進します。

56.国際感覚に優れた人材育成

国際交流及び多文化共生教育、英語教育、郷土教育等の取組を通して、グロー

バルな視野ヒ志を持ち、異なる文化に対する理解、郷土への愛着、語学力やコミ

ュニケーション能力を高め、将来、世界にあっても、地域にあっても活躍できる

人材を育成します。

33 U . 1ターン:rUターンJ は、一度生まれ育った場所以外で就学、勤務した後に、再

び出身地に戻って働くことを指し、 r1ターンJ は、生まれ育った場所で就学、勤務した

後、出身地以外の場所に移住して働くこと。
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(3)観光産業に関わる組織改革・連携強化

| 施策展隠の柱 | 
本県の主力産業てあり、本県経済の活性化に不可欠て、ある観光のさらな

る発展に向け、 DMO、観光事業者等ヒ一体となって「オール三重」て観光

施策を推進する組織づくりを検討します。農林水産業をはじめ、製造業、

サーどス産業等、多様な産業の連携を深め、各事業者のポテンシャルを生

かした「稼ぐカJ を引き出す取組を促進します。

Eァ 「オール三重J で観光振興を進める、新たな推進体制の構築

57.観光推進組織・財源の検討

観光事業者をはじめとする民間事業者や DMO、市町等ヒ一体ヒなって「オー

ル三重」で観光振興を推進する観光組織や財源のあり方を検討します。

58. rオール三重」でのデジタルマーケティング・広域プロモーション

県内の地域DMO、向候補法人や観光地域づくりを行う団体・事業者による観

光地の魅力づくりを支援するため、全県DMO(公社)三重県観光連盟ヒ連携し

てデジタルマーケテイン夕、に基づく観光データの分析・提供、広域プロモーショ

ンに取り総みます。

59.固との連携強化

日本政府観光局 (JNTO)の現地事務所や駐日夕ト国公館等との協力関係を深め、

誘客につなげるための情報交換、海外に向けた情報発信に取り組みます。

イ 農林水産業、製造業、サービス産業等、多様な産業関連携強化・ KUMINAOSHI

による新たな観光魅力創造

60.オープンイノベーション34の推進

地場産業等、三重の風土に根付いた技争#Iヒ県産品、県産食材に加え、ものづく

り産業が有する技術や製品・サービスなど、多様な三重の魅力(特性)を生かし

ながら、新たな発想・手法により、あらゆる分野・活動において、新たな観光コ

ンテンツやサービスの提供につながるイノベーションを促進し、新しい価値の創

出につなげます。

34 オープンイノベーション:企業内部ヒ外部のアイディアを有機的に結合させ、価値を

創造することであリ、①組織の外部で生み出された知識を社内の経営資源と戦略的に組み

合わせることと、②社内で活用されていない経営資源を社外で活用することにより、イノ

ベーションを創出すること、の両方を指す。
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61.フードイノベーション35の促進

他分野連携のフードイノベーションの促進や AI. IoTなどの先進技術の積極的

な活用により、新たな商品・サービスの創出に取り組みます。

62.スター卜アッフ唱6支援

企業の新陳代謝ヒさらなる成長促進により、三重県経済の発展を図るため、ス

タートアップ支援等に取り組みます。

63.一次産業との連携強化による新たな魅力創造

さまざ、まな主体ヒ連携し農山漁村地域の資源等を活用した体験やビジネスの創

出を促進するなど、一次産業ヒ観光の連携を強化します。

64.観光産業におけるデータ活用・ ICT化促進

旅行者へのサービスの向上や新たなビジネス・雇用の創出等による地域活性化

を図るため、関係機関ヒ連携し、データを積極的に活用した取紐を進めるととも

に、 ICT化を促進します。

35 フードイノベーション:農林水産資源を活用し、生産者や食品産業事業者、ものづく

り企業等の多様な業種や、大学、研究機関、市町、県等の産学官の様々な主体の知恵や技

術を結集し融合することで、地域が抱える課題を解決し、新たな商品やサービスを革新的

に生み出す仕組みのこと。

36 スター卜アッ 7'・新しい技術やサービスによる創業・第二創業を総称し、「ベンチャ

ーJ ヒ同義として使用しています。呉体的には、新しいビジネスモデルにより、短期潤に

よる成長を目ざす(遂げる)創業開もない企業・事業を示します。
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(2)県における推進体郁

本計画に基づく観光振興に関する施策を総合的かっ計画的に推進するため、庁内

の関係部局等が緊密な連携ヒ調整を進める体制を整備します。あわせて、観光事業

者をはじめとする民間事業者や DMO、市田T等ヒ一体となって「オール三重」で観

光施策を推進する観光組織について検討します。

また、観光振興に関する重要な事項について審議を行うため、条例第 25条の規

定に基づき設置した「三重県観光審議会」を運営します。

2 観光統計の整備

県は、平成 17(2005)年より、観光入込統計の再編、観光旅行者の満足度等を

把握する観光客実態調査の実施等、観光統計の整備に取り組んできました。

観光振興が地域経済の活性化に与える影響の大きさに対する認識が、近年、急速に

高まる中、観光振興に関する施策を立案するための基礎ヒなる観光統計の充実の必要

性が増しています。

観光統計の整備を、観光振興における重要なインフラ構築と位置づけるヒともに、

県内全域にわたる最新の観光情報を継続的に収集・把握している(公社)三重県観光

連盟ヒの連携強化を留るなど、市町、観光事業者、観光関係団体等ヒの連携・協力を

深め、旅行市場に関する情報・データの把握、観光旅行者の動向調査等、観光に関す

る情報の収集及び分析等を拡充させていきます。

また、これらの成果の公表を通じて、市町をはじめ観光産業に携わるきまざまな主

体ヒの情報共有を進め、観光統計の利活用の促進を図ります。

3 計画の進行管理

本計画を着実に推進していくため、各施策の進捗状況等を把握し、適切に進行管理

を行います。また、進捗状況の結果については、毎年度公表します。

具体的には、本計画に掲げた施策の実施状況等を、毎年、年次報告書としてまヒめ、

条例第 21条第 5項の規定に基づき、三重県議会、三重県観光審議会に報告する等、

幅広く公表します。また、公表を通じていただく意見をもヒに、今後の施策の進め方

について必要な見直しを図るなど、評価・改善のサイクルを回していきます。
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